
令和８年度地域福祉活動計画評価の実施について 

 

１ 評価対象変更の経緯 

 前年度まで実施してきた事務事業評価については、主要事業を抽出し、事業ご

との必要性、有効性及び効率性等の観点から評価を実施してきました。 

しかし、地域課題の多様化や地域福祉活動の広がりに伴い、個別事業単位での

評価だけでなく、第３期ふじみ野市地域福祉活動計画において定めた目標及び

実施計画に基づく取組内容の達成状況を総合的に把握し、進行管理を行うこと

がより重要となっています。 

そのため、事業の実施状況や成果を地域福祉活動計画の施策体系に沿って評

価し、各取組の成果や課題、今後の方向性を明らかにすることで、計画の着実な

推進と地域福祉のさらなる充実につなげることを目的として、評価方法を事務

事業評価から地域福祉活動計画評価へ変更しました。 

 

２ 評価対象 

第３期ふじみ野市地域福祉活動計画に位置付けられた目標及び実施計画に基

づく３２項目の取組内容を評価対象としました。 

 

３ 評価手順 

地域福祉活動計画に定める取組内容ごとに、令和７年度の実施状況、成果、課

題及び今後の方向性を整理し、計画への貢献度や達成状況を総合的に評価しま

した。 

評価に当たっては、事業の実施結果だけでなく、地域課題への対応状況、関係

機関との連携、地域住民の参加状況、地域福祉の推進への効果などを踏まえ、次

の区分により評価を行いました。 

区分 定義 

継続 

地域福祉活動計画に定めた取組について、一定の成果が得られてお

り、今後も現行の手法や内容を基本として継続的に推進していくも

の。 

改善 

地域福祉活動計画に定めた取組について、成果や効果は見られるも

のの、地域課題やニーズへの対応のため、実施方法や内容、関係機

関との連携体制等の見直しが必要なもの。 

拡充 

地域福祉活動計画に定めた取組について、成果が得られており、さ

らなるニーズへの対応や効果の向上を図るため、対象者や活動内

容、実施体制等の拡大を検討するもの。 

廃止 地域福祉活動計画に定めた取組について、当初の目的を達成したも



の、他の事業へ統合されたもの、または社会情勢や地域ニーズの変

化により継続の必要性が低下したもの。 

 

４ 評価結果の活用 

評価結果については、各取組の課題整理及び改善につなげるとともに、地域福

祉活動計画の進行管理に活用し、次年度以降の事業展開や計画推進に反映しま

す。 

 


